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税 務 相 談

会社、 商店 等の経 営、経理問題

や、税務の問題につ いて、専門 の

税理士が相談に応じ ます。お気軽

にどうぞ。 相談日… 毎週金曜 日/

午後1 時～4 時、区役所( 1 階)
区民相談室。 料金無料

|

湯河原に
区民保養所

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
利
用
を

二
月
一
日
か
ら
受
付
開
始

○
…
…
…
…
区
で
初
の
区
民
保
養
所
が
、
三
月
一
日
、
神
奈
川
県
湯
河
原
に
オ
ー
プ
ン
す
…
…
…
○

○
…
…
…
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
湯
河
原
は
山
あ
い
の
温
泉
郷
で
、
古
く
か
ら
閑
静
な
…
…
…
○

○
…
…
…
環
境
で
親
し
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
区
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
と
や
…
…
…
○

○
…
…
…
す
ら
き
の
場
と
し
て
、
大
い
に
役
立
す
、て
く
だ
さ
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
○

こ
の
保
養
所
は
、
温
泉
街
に
あ
る
旅

館
を
賈
い
上
げ
た
も
の
で
、
三
月
に
オ

ー
プ
ン
す
る
た
め
、
い
ま
急
ピ
ッ
チ
で

改
築
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
建
物
は
木

造
、
地
上
三
階
、
地
下
一
階
で
収
容
人

貝
は
百
名
で
す
。
部
屋
数
は
二
十
五
、

大
浴
室
、
婦
人
浴
室
、
家
族
浴
室
を
備

え
て
い
ま
す
。

湯
河
原
温
泉
は
東
京
か
ら
約
二

時

間
、
交
通
の
便
に
も
め
ぐ
ま
れ
た
静
か

な
と
こ
ろ
で
す
。
箱
根
・
伊
東
・
真
鶴

岬
に
も
近
く
、
保
養
地
と
し
て
も
絶
好

と
い
え
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
二
月
一
日
か
ら
受
付
け
を
は

じ
め
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

□
利
用
で
き
る
日
　
三
月
一
日
か
ら

□
利
用
で
き
る
方
　
区
内
に
在
住
・
在

動
の
方

□
利
用
で
き
る
期
間
　
一
回
に
つ
き
二

泊
三
日
以
内

□
料
金

(
1
)
使
用
料
　
大
人
―
千
円
子
ど
も

(
四
歳
以
上
小
学

生
ま
で
)
―
五
百

円

乳
幼
児
(
三

歳
以
下
)
―
無
料

叨
食
事
料
　
朝
夕
二

食
に
つ
き
―
千
円

希
望
に
よ
り
子
ど

も
用
食
事
も
用
憲

し
ま
す
―
五
百
円

※
以
上
は
申
込
み
の

と
き
納
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

(
3
)
そ
の
他
　
特
別
料
理
、飲
物
は
、

注

文

に

応

じ
て

用

意
し

ま
す

が

、

こ

れ

ら

の

費
用

、
税

金

な

ど
は

鍋

地

で

直

接

お
支

払

い

く

だ
さ

い

。

□
休

業

日

毎
月

第

二

・
第

四

火

曜
n

の

正

午

か

ら
木

曜

日

の

正
午

ま

で

な

お

年

末
年

始
(

十

二
月

二

十

八

日

正

午

か

ら

一
月

五

日

正
午

ま

で
)

も
休

み

で

す

。

□
所

在

地
　

神
奈

川

県

足
柄

下

郡

湯

痾

原

町

吉

上

宇
橋

上

六
一

四

□
交

通

機

関
　

東

海

道

本

線
(

東

京

冫

湯

河

原
)

約

二
時

間
―

五
百

七
十

円

バ
ス
(

湯
河

原

～

温

泉

場

中
央
)

狛

十
分
1

八

十

円

□
申

込

方

法

(
1
)
受
付
日
　
利
用
す
る
日
の
前
月
知

日
か
ら
利
用
当
日
の
五
日
前
ま
で

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
y

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)
…
例
=

月

中

の

利
用

希

望

者

は

、
二
月

一

日

か

ら

申

込
み

を

受

付

け

ま
す

。

(
2
)
承
昭
原
則
と
し
て
申
込
み
の
順

序
に
よ
り
使
用
を
承
認
し
ま
す
。

(
た
だ
し
、申
込
者
が
同
時
に
多

数
と
な
る
と
き
は
抽
せ
ん
と
な
り

ま
す
)

※
申
込
み
の
際
、
利
用
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
勤
務
先
等
を
お

た
す
ね
し
ま
す
。

(
3
)
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
区
役

所
区
民
部
管
理
係
へ
ど
う
ぞ
。

愛

称

を

募

集

中

い
ま
、
区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
湯

河
原
区
民
保
貴
所
の
愛
称
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
「愛

称
」
の
ほ
か
、
住

所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
を
明
記
し
て
次
の
と
こ
ろ

へ
▽
あ
て
先
　
〒
二

○
足
立
区
千
住
一

―
五
〇

足
立
区
役
所
区
民
都
管
理

課
▽
応
募
締
切
日
　
一
月
三
十
一
日
(
消

印
有
効
)

採
用
者
(
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
に

は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

3月1日のオープンをまつ湯河原区民保養所

湯河原区民保養所
案内図

町
に
緑
を
と
り
も
ど
そ
う

●

結

婚

記

念

樹

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

区
で
は
、
結
婚
記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
四
月
一
日
以

後
に
結
婚
さ
れ
区
内
に
お
住
ま
い
の
方

で
、
ま
だ
申
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は

ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
苗
木
の
種
類

ラ
カ
ン
マ
キ
(
常
緑
中
高
木
)
…
謝

形
が
美
し
く
、陰
地
に
強
い
木
で
、

形
が
整
え
や
す
い
た
め
、
庭
木
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
イ
ラ
ギ
(
常
緑
中
木
)
…
藥
に
す

る
ど
い
と
げ
が
あ
る
の
で
魔
除
け

に
用
い
ら
れ
、
屋
敷
の
鬼
門
(
北

東
ま
た
は
南
西
)
の
方
向
へ
植
え

る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

キ
ン
モ
ク
セ
イ
(
常
緑
中
木
)
…
十

月
頃
黄
色
い
小
さ
な
花
を
つ
け
、

良
い
香
り
を
あ
た
り
に
放

ち
ま

す

。
日
当
り
の
良
い
所
へ
植
え
て

く
だ
さ
い
。

サ
ザ
ン
カ
(
常
緑
中
木
)
…
初
冬
に

白
あ
る
い
は
淡
紅
色
、
紅
色
の
清

ら
か
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
耐
陰

性
が
強
く
栽
培
は
容
易
で
す
。

黒
竹
(
常
緑
)
…
は
じ
め
桿
が
緑
色

で
す
が
、次
第
に
黒
く
な
り
ま
す
。

庭
に
数
株
ま
と
め
て
植
え
た
り
、

鉢
植
え
に
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

自
宅
の
庭
に
植
え
ら
れ
る
方
は
、

好
き
な
苗
木
一
本
を
週
び
ハ
ガ
キ
に
、

「
結
婚
記
念
樹
希
皇
」
と
書
き
、
住

所
、
氏
名
、
婚
姻
年
月
日
を
記
入
し
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
植
え
る
場
所
の
な
い
方
で
、

配
念
植
樹
を
希
望
の
方
は
区
の
公
園
な

ど
に
植
え
ま
す
の
で
、
「
記
念
樹
コ
ー

ナ
ー
希
望
」と
書
き
、住
所
、氏
名
、

婚
姻
年
月
日
を
配
入
し
て
お
送
り
く
だ

さ
い
。こ
の
場
合
、苗
木
は
区
で
選
び

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
締
切
日
　
一
月
三
十
日
ま
で
に
必
着

の
こ
と

。

◇
あ
て
先
　
足
立
区
役
所
環
境
課
緑
化

係
(
〒
1
2
0足
立
区
千
住
一
―
五
〇
)

●

保

護

樹

木

の

指

定

申

請

を

区
内
の
緑
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
ど

う
し
て
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。

樹
木
、
樹
林
の
保
護
制
度
は
こ
れ
ま

で
に
、
約
六
十
本
の

指
定
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
が
、
区
で
は

も
っ
と
多
く
の
方
々

か
ら
の
申
込
み
を
待

っ
て
い
ま
す
。

樹
木
に
つ
い
て
は

周
囲
一
・
五
㍍

以

上
、
高
さ
一
〇
㍍
以
上
の
健
康
な
樹
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
指
定
を
受
け

る
と
維
持
管
理
費
用
の
一
都
(
一
本
に

つ
き
年
額
三
千
円
)
を
区
で
助
成
す
る

反
面
、
事
前
に
届
け
な
い
と
、
伐
採
や

移
植
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
緑
化
係
へ

子
や
孫
に

守
っ
て
わ
た
そ
う

こ
の
緑

区政モニターを
募集します

区
民
の
方
々
の
率
直
な
ご
意
見
や

ご
要
望
を
き
い
て
、
区
政
の
指
針
と

す
る
区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

も
、
発
足
し
て
四
年
目
を

迎
え
ま
す
。
区
で
は
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
区

政
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
今
年
も
新

し
い
区
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▽
区
が
依
頼
す
る
「
モ
ニ

ター
・
ア
ン
ケー
ト
」
へ
の
回
答

・
区
政
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
な
ど

へ
の
出
席
、
そ
の
他
広
聴
業
務
へ

の
協
力資

格
　
区
内
在
住
で
濟
二
十

歳
以
上
の
方
(
前
回
区
政

モ
ニ
タ
ー
で
あ
っ
た
方
、

公
務
員
の
方
は
除

き
ま

す
)

募
集
人
員
　
五
十
名

謝
礼
　
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び

連
絡
会
議
そ
れ
ぞ
れ
一
回

に
つ
き
千
円

応
募
期
限
　
二
月

十
五
日

(土
)

提
出
書
類
　
区
政
モ
ニ
タ
ー
申
込
書

と
簡
単
な
応
募
作
文

申
込
み
　
区
役
所
広
報
課
広
聴
担
当

へ
、ハ
ガ
キ
ま
た
は
一
話
で
、モ

ニ
タ
ー
申
込
書
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

区政に率直なご憲見を

統一地方選挙の

投票日決まる
東京都知事選挙……… 4月13日( 日)

足立区長選挙
足立区議会議員選挙

4 月27 日( 日)

統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日
が
決
ま
り

ま
し
た
。
区
長
選
挙
は
、
二
十
数
年
ぶ

り
に
復
活
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
投

票
日
現
在
年
齢
二
十
歳
以
上
で
次
の
住

所
要
件
に
該
当
す
る
方
で
す
。

知
事
選
挙
　
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十

七
日
ま
で
に
足
立
区
に
転
入
し
、
か

つ
転
入
届
を
済
ま
し
て
、
引

続
き

住
ん
で
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の

後
都
内
の
他
区
市
町
村
に
転
出
し
て

も
知
事

選
挙
だ
け
は
投
票
で
き
ま

す
。

区
長
、
区
議
選
挙
　
昭
和
五
十
年
一
月

十
五
日
ま
で
に
足
立
区
に
転
入
し
、

か
つ
転
入
届
を
済
ま
し
て
、
引
続
き

住
ん
で
い
る
こ
と
。

郵
便
に
よ
る

在
宅
投
票
制
度
実
施

こ
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
、
身
体
に

陣
客
が
あ
る
た
め
歩
行
の
困

難
な
方

が
、
自
宅
に
い
た
ま
ま
郵
便
に
よ
り
投

票
で
き
る
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
い
る
方

の
う
ち
、

一
、
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
の
程
度

が
一
級
ま
た
は
二
級
の
方
。

二
、
心
臓
、
じ
ん
臟
ま
た
は
呼
吸
器

の
障
害
の
程
度
が
一
級
ま
た
は
=

級
の
方
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
区
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

請
し
、
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
一
月

末
頃
ま
で
に
ご
通
知
を
さ
し
あ
け
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
区
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

センター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

六
〇
五
―
七
一
〇
一

■
木
目
込
人
形
教
室
―
一
月
二
十
日
(
月
)
午
後
一
時
…
材
料
費
三

千
九
百
円
(
立
ち
び
な
十
九
㌢
㍍
)
、七
千
八
百
円
(
〃
二
十
五
㌢
㍍

)
、
そ
の
他
千
円
か
ら

■
老
人
健
康
相
談
―
一
月
二

十
二
日

(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

八
八
九
-
四
六
六
一

■
老
人
健
康
相
談
-
一
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■

老
人
の
ど
自
慢
演
芸
大
会
―
一
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

八
九
七
―
五
〇
一
六

■
老
人
健
康
相
談
―
一
月
二
十
一
日
(
火
)
午
前
十
時
三
十
分

■

老
入
新
年
演
芸
大
会
―
一
月
二
十
六
日
(
日
)
午
前
十
時

■
節
分

ま
め
ま
き
会
-
二
月
二
日
(
日
)
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

八
凸
〒
二
七
六
五

■
老
人
茶
道
教
室
会
員
募
集
―
一
月
二
十
一
日
(
火
)
午
前
九
時

■
老
人
将
棋
大
会
―
二
月
六
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分
・
l・定
員
四

十
名
、
申
込
み
は
一
月
二
十
日
(
月
)
か
ら

□
西
伊
興
児
童
館
　

八
九
七
|
六
九
四
八

■
映
画
会
―
一
月
二
十
五
日
(
土
)
午
後
三
時

■
卓
球
教
室
―
一

月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
二
時

■
も
ち
つ
き
大
会
-
二
月
二
日

(日
)
午
後
一
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　

九
匸
T
三
四
ニ
一

■
老
人
浪
曲
大
会
|
一
月
二
十
六
日
(
日
)
午
後
○
時
三
十
分

■

老
人
無
蹣
練
習
日
―
一
月
二
十
九
日
(
水
)
午
前
十
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　

八
八
二
―
匸
一
一
八

■
老
人
講
演
会
お
よ
び
映
画
会
―
一
月
二
十
一
日
(
火
)
午
前
十
時

■
新
春
こ
ど
も
映
画
会
―
一
月
二
十
五
日
(
土
)
午
後
二
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　

八
五
〇
―
八
八
〇
一

■
区
民
大
学
講
座
―
二
月
四
日
(
火
)
・
十
日
(
月
)
…
有
害
食
品
、

二
月
二
十
日
(
木
)
・
二
十
五
日
(
火
)
…
家
庭
医
学
、三
月
四
日
　

(火
)
:
永

問
題

時
間
は
い
づ
れ
も
午
前
十
時
か
ら
、
申
込
み
は

一
月
二
十
日
(
月
)
か
ら
先
一
百
名
ま
で

□
花
畑
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
五
〇
―
二
六
一
七

■
着
付
教
室
―
一
月
二
十
八
日
(
火
)
午
前
十
時
■
編
物
教
室
―

一
月
三
十
四
曰
(
金
)
午
前
十
時
■
手
芸
教
室
―
一
月
二
十
九
日

(
水
)
午
後
二
時
…
材
料
費
四
百
八
十
円

〔
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
〕

□
昭
和
5
0年
度
区
立
養
護
学
園
入
園
児
童
募
集

お
子
さ
ん
の
健
康
の
増
進
を
は
か
り
な
が
ら
勉
強
の
で
き
る
学
校

で
す
。
身
体
の
弱
い
お
子
さ
ん
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

入
園
資
格
―
小
学
校
三
年
以
上
で
ぜ
ん
そ
く
・
肥
嗣
・
病
気
に
か
か

り
や
す
い
・
甚
し
い
偏
食
・
病
後
で
体
力
回
復
を
は
か
る
な
ど
の
児

童
　
入
園
期
間
―
一
年
間
三
学
期
制
(
夏
期
・
冬
期
休
業
は
区
内
小

学
校
と
同
じ
。
家
庭
の
希
望
に
よ
り
中
途
退
園
も
で
き
ま
す
)
　

所

在
地
―
千
葉
県
富
津
市
腆
七
七
三
(
国
鉄
内
房
線
上
総
墺
駅
下
車
)
　

入
園
方
法
―
各
学
校
長
に
申
込
む

申
込
期
間
―
二
月
一
日
!

一
月

二
十
八
日
　
経
費
―
月
額
約
一
万
円
、
準
要
保
護
児
竃
約
五
千
円
、

要
保
護
児
童
約
二
千
円

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882- l l l l 　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605―7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

冬
の
体
力
づ
く
り
A
B
C

寒
さ
に
ま
け
な
い

丈
夫
な
か
ら
だ
を

北
風
が
ビ
ュ
ー
ツ
と
吹
き
ぬ
け
る

頃
は
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
も
草
木
や

動
物
と
同
じ
よ
う
に
、
自
然
と
動
き

が
鈍
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

か
ら
だ
の
新
陳
代
謝
が
少
く
な
り
、

抵
抗
力
が
弱
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
病
気
で
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
必
ず
し
も
健
康
だ
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
滾
健
康
時
代
"
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、病
気
で
な
い
が
疲
れ
る
、

体
力
が
な
い
と
い
っ
た
、
半
分
し
か

健
康
で
な
い
人
が
な
ん
と
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
本
当
の
健
康
人
と
な
る

た
め
も
っ
と
前
向
き
の
健

康
づ
く

り
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
今
回
は
「
冬
の
休
力
づ

く
り
」
と
題
し
て
、
い
く
つ
か
の
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
み
ま
し
た
。

◇
　
　
　

◇
　
　
　

◇

冬
の
体
力
づ
く
り
の
方
法
と
し
て

は
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
毎
朋
お
な
じ
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
。夏
休
み
だ
け
で
な
く
、
冬
こ

そ
頑
彊
り
ま
し
ょ
う
。最
近
「
三
分

閊
体
操
」
な
ど
の
名
で
、
広
く
紹
介

さ
れ
て
い
る
健
康
体
操
も
結
構
で
し

ょ
う
。マ
ラ
ソ
ン
ご
フ
ン
ニ
ン
グ
は

ち
ょ
っ
と
つ
ら
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、効
果
は
抜
群
。早
朝
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
十
五
分
も
走
れ
ば
万
歩
還
動

に
匹
適
。
お
年
寄
り
な
ど
は
犬
を
連

れ
て
の
散
歩
も
結
構
。
た
だ
し
、
じ

っ
と
り
汗
を
か
く
位
の
早
足
で
な
い

と
効
果
半
減

。そ
の
他
、剣
道
や
ゴ

ル
フ
の
素
振
り
な
ど
、
い
く
ら
で
も

身
近
に
こ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　

◇
　
　
　

◇

し
か
し
、こ
れ
も
三
日
坊
主
な
ら

や
ら
な
い
方
が
ま
し
と
い
う
も
の
。

体
力
づ
く
り
に
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
継
続
的
に
や
る
こ
と
。毎
日
と

は
い
か
な
く
て
も
、
せ
め
て
週
に
三

～
四
回
、
そ
れ
も
楽
し
く
自
発
的
に

や
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
エ
夫
が
必
要
で
す
。

◇
　
　
　

◇
　
　
　

◇

工
夫
の
第
一
は
、
自
分
自
身
に
一

つ
の
目
的
を
与
え
、
そ
れ
を
テ
コ
に

し
て
続
け
る
方
法
で
す
。

「
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
な
り
た
い
」

「
も
っ
と
た
く
ま
し
く
な
り
た
い
」

「
区
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
よ

う
」
そ
の
た
め
に
は
「
今
日
も
頑
張

ろ
う
」
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
。

エ
夫
の
第
二
は
、
自
分
自
身
の
興

味
に
つ
な
げ
、
そ
れ
を
誘
い
に
続
け

る
方
法
で
す
。
的
り
、
ゴ
ル
フ
、
敵

歩
な
ん
で
も
紬
構
で
す
。

工
夫
の
第
三
は
、
必
ず
し
も
感
心

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団

体
や
相
棒
の
拘
東
力
に
頼
っ
て

、
そ

れ
を
よ
り
所
と
し
て
続
け
て
い
く
方

法
で
す
。

親
子
で
の
健
康
体
操
、
地
域
ぐ
る

み
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
怠
け
た

く
と
も
相
手
の
手
前
、
頑
張
ら
ざ
る

を
得
ず
、
い
つ
の
間
に
か
な
れ
て
し

ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。

◇
　
　
　

◇
　
　
　

◇

最
後
に
、忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
。

そ
れ
は
、
マ
ラ
ソ
ン
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
よ
う
な
激
し
い
運
動
を
す
る
場
合

は
、
ま
ず
事
前
に
健
康
診
断
を
受
け

て
お
く
こ
と
。
健
康
づ
く
り
、
体
力

づ
く
り
も
自
分
の
体
の
状
態
に
合
っ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
か
え
っ
て
逆

効
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
あ
、
準
備
は
い
か
が
?

あ
な
た
も
明
日
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
6
2
)

―
―
旧
梅田
村
かい
わ
い
そ
の
八
―
―

勝
山
準
四
郎

昨
年
十
月
旧
道
と
旧
東
武
締
跡
の
合
流
点
に
標

柱
が
建
て
ら
れ
た
。
丁
度
交
番
の
筋
向
い
の
歩
‘嵋

の
端
で
あ
る
。
千
住
地
内
に
驀
て
た
も
の
と
同
じ

の
六
方
石
に
「
右
旧
日
光
道
中
左
東
武
線
路
跡
」ら

刻
ま
れ
て
い
る
が
、
場
所
の
関
係
で
よ
く
注
意
し

な
い
と
気
が
っ
か
な
い
。
夷
は
先
号
の
写
真
の
中

央
に
写
っ
て
い
る
の
だ
が
、見
落
さ
れ
勝
で
あ
る
。

古
く
か
ら
こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
方
な
ら
こ
の

区
別
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
だ
が
、
か
つ
て

北
千
住

駅
か
ら
旧

遭
廻
り
と
言
う
バ
ス
が
走
っ

て
い
た
の
で
、
知
ら
な
い
人
は
旧
(
千
代
町
ロ
ー

タ
リ
ー
か
ら
こ
の
合
流
点
ま
で
も
、
旧
道
と
思
い

勝
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
頃
も
五
間
巾
の
旧
道
か
ら

こ
こ
へ
来
る
と
急
に
道
巾
が
広
く
な
り
真
直
な
道

絡
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

東
武
鉄
道
が
北
千
住
、
久
喜
間
で
営
業
開
始
し

た
の
が
明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
七
日

。
当
時
の

地
図
で
み
る
と
、
北
千
佳
駅
を
出
る
と
先
づ
右
へ

曲
が
り
、
そ
れ
か
ら
大
き
く
左
ヘ
カ
ー
ブ
し
常
磐

綣
と
平
面
交
叉
し
て
一
路
西
北
に
西
新
井
駅
に
逹

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
汽
車
で
あ
っ
て
そ
れ
も
I

時
間
一
本
位
の
の
ん
ぴ
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

今
も
会
社
名
が
「
鉄
道
」
で
あ
っ
て
「
電
鉄
」

で
な
い
の
は
そ
の
名
残
り
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
東
武
線
が
路
線
変
更
を
し
た
の
は
放
水
路

開
削
工
事
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
常
磐
線
と
立

体
交
叉
を
す
る
た
め
、
現
在
の
路
線
か
敷
設
さ
れ

た
。
こ
の
立
体
交
夊
を
す
る
登
り
斜
面
の
勾
配
と

機
関
車
の
石
炭
消
費
最
そ
れ
に
工
事
費
の
バ
ラ
ン

ス
で
、
創
設
者
先
代
根
津
社
長
か
ら
何
回
と
な
く

計
画
書
の
や
り
直
し
を
龠
ぜ
ら
れ
た
と
は
古
い
東

武
人
の
は
な
し
で
涜
る
。
結
局
つ
い
先
頃
の
よ
う

に
、
五
反
野
駅
は
ず
れ
か
ら
登
り
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。し
か
し
こ
の
築
堤
用
の
土
砂
は
、当
時
還

く
か
ら
運
べ
ぬ
の
で
、
梅
田
村
地
先
の
田
畑
の
蓆

を
掘
り
出
し
て
便
用
し
た
。
後
に
な
っ
て
こ
の
泥

を
取
っ
た
池
が
山
田
氏
経
営
の
「
山
田
の
養
魚
池

」

で
あ
る
。
今
は
そ
の
線
路
の
築
堤
も
再
度
の
高
架

工
事
や
複
々
線
工
事
で
す
っ
か
り
取
払
わ
れ
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
脚
だ
け
が
林
立
し
て
い
る
。

一
方
養
魚
池
も
姿
を
消
し
、
東
電
用
池
と
な
っ

て
鉄
筋
の
ア
パ
ー
ト
や
材
料
置
場
に
変
身
し
て
い

る
。
そ
の
当
時
夜
に
な
る
と
狸
が
出
る
と
瞬
さ
さ

れ
た
篠
竹
の
生
い
茂
っ
た
囲
の
土
手
も
、
眥
の
人

の
配
憶
に
だ
け
残
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
新
路
線
が
敷
設
さ
れ
る
と
、
今
迄
北

千
住
駅
の
次
は
西
斬
井
駅
(
旧
業
原
町
)
で
あ
っ

た
が
、
途
中
に
梅
島
、
五
反
野
、
小
菅
と
三
駅
が

開
設
さ
れ
、
大
正
十
三
年
十
月
一
日
開
通
し
た
。

し
か
も
同
時
に
業
平
橋
(
当
時
浅
草
駅
)
西
新

井
関
に
電
車
が
還
転
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
東
武
線

電
化
の
は
し
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
三

駅
開
設
は
後
年
の
町
の
発
展
に
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
る
。
も
っ
と
も
梅
島
駅
開
通
初
日
の
切
符
売

上
総
額
か
金
二
円
五
十
鉄
也
と
あ
る
か
ら
、
た
と

え
三
銭
五
鉄
の
切
符
に
し
て
も
乗
客
数
は
想
像
が

つ
く
。
五
十
何
年
前
が
夢
の
よ
う
で
あ
る
。

線
路
跡
か
ら
北
に
進
ん
で
第
二
庁
舎
前
の
大
名

橋
を
渡
る
と
右
手
に
梅
島
小
学
校
、
左
手
が
村
役

場
、
そ
し
て
槐
戸
(
さ
い
か
ち
と
)
耕
地
を
過
ぎ

る
と
島
根
村
で
あ
る
。

こ
の
項
お
わ
り

次
は
旧
島
根
村

昭和39年当時の梅島駅前

福祉
心
身
障
害
の
方
へ

事
業
資
金
を

借
り
た
い
方
へ

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

申
請
は

お
済
み
で
す
か

心
身
に
重
い
障
害
を
も
っ
て
い
る
方

が
障
害
を
の
り
こ
え
て
、
明
る
い
生
听

を
送
る
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
、

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は
次
の

要
件
を
備
え
て
い
る
方
で
す
。

■
足
立
区
内
に
居
住
し
て
い
る
方

■
年
齢
が
澳
二
十
歳
以
上
の
方

■
障
害
の
程
度
が

(
1
)
身
体
障
書
者
手
帳
一
級
、二
級

(
2
)
愛
の
手
帳
一
度
、二
度
、三
度

(
3
)
脳
性
マ
ヒ
、進
行
性
筋
委
縮
症
の

方

※
た
だ
し
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

老
人
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
手
当
の
額
は
…
月
額
五
千
円
で
年
三

回
、
四
月
、
八
月
、
十
二
月
の
各
月

の
二
十
五
日
頃
、
前
月
分
ま
で
の
四

か
月
分
を
口

座
振
替
で
支
払
い
ま

す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
は
…
▽
印
鑑

▽
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手

帳
(
(
3
)
に
が
し
て
手
帳
の
な
い
方

は
障
害
断
書
)
▽
障
害
者
本
人
名

儀
の
預
金
口
座
(
郵
便
局
以
外
の
も

の
)

骸
当
す
る
方
で
申
請
の
お
済
み
で
な

い
方
は
窓
口
ま
で

※
昭
和
四
十
九
年
十
月
一
日
現
在
で
、

支
給
要
件
に
骸
当
す
る
方
は
、
昭
和
五

十
年
二
月
二
十
(
日
ま
で
に
申
請
さ
れ

れ
ば
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
分
か
ら
手

当
が
支
結
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
受
付
は
区
役
所
援
護

係
へ
ど
う
ぞ
。

身
体
障
害
の
方
の

職
業
訓
練
生
募
集

募
集
科
目
お
よ
び
人
員
―
ミ
シ
ン
縫
S

科
、
編
物
科
、
事
務
科
、
ト
レ
ー
ス

科
、
木
工
科
、
鴫
肢
装
具
科
―
各
十

名

和
裁
科
、製
く
つ
科
、塗
装
科
―

各
二
十
名

洋
服
科
、
時
計
科
―
島

二
十
五
名

工
業
彫
刻
科
、
機
械
匐

図
科
―
各
十
五
名

洋
裁
科
―
三
十

名
訓
練
期
間
―
一
年

募
集
締
切
り
―
二
月
十
五
臼
(
土
)

応
募
資
格
―
(
1
)
伝
染
性
疾
患
、精
神
瞳

害
が
な
く
介
護
を
必
要
と
し
な
い
方
(
2
)

義
務
教
育
修
了
者
、
ま
た
は
こ
れ

と
同
程
度
の
学
力
の
あ
る
方

申
込
み
先
―
足
立
公
共
職
業
安
定

所

(
東
綾
瀬
一
―
一
　
六
二
〇
―
三
三
八

一
)生

業
資
金
の

ご
利
用
を

▽
貸
付
対
象
　
一
般
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、貸
付

け
を
受
け
る
事
業
に
よ
っ
て
生
計
を

立
て
る
方
(
住
民
税
が
お
お
む
ね
均

等
剖
程
度
以
下
の
方
)
で
、次
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
方
(
1
)
区
内
在
住

一
年
以
上
(
2
)
す
ぐ
に
事
業
が
は
じ

め
ら
れ
る
こ
と
(
3
)
住
民
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
(
4
)
確
実
な
連
帯
保

証
人
が
い
る
こ
と

▽
貸
付
条
件
　
閨
賃
付
額
…
四
十
万
円

以
内
困
利
子
…
年
利
三
・
六
五
%

(
た
だ
し
、
す
え
置
期
間
は
無
利
子
)

圈
貸
付
期
間
…
五
年
以
内
(
す
え
I

期
間
六
か
月
を
含
む
)
倒
返
済
方

法
…
六
か
月
す
え
置
後
毎
月
割
賦
返

済
▽
申
込
受
付
期
限
　
一
月
二
十
五
日

▽
貸
付
け
は
、
申
込
者
の
中
か
ら
、
審

査
の
う
え
決
定
し
、
五
月
十
五
日
頃

資
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
厚

生
係
へ
ど
う
ぞ
。

部
落
間
題
の

理
解
の
た
め
に
(
4
5
)

狭
山
差
別
裁
判
(
3
)

狭
山
差
別
裁
判
は
た
だ
単
な
る
エ

ン
菲
つ
t
事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

事
件
発
生
後
、警
察
は
「こ
の
よ

う
な
恐
ろ
し
い
こ
と
を
や
る
の
は
部

落
民
に
道
い
な
い
」と
い
う
差
別
に

満
ち
膺
満
ち
た
予
断
と
偏
見
で
部
落
に

見
込
授
査
を
行
な
い
、
周
辺
の
住
民

や
マ
ス
コ
ミ
も
、
こ
の
警
察
の
態
度

を
当
然
と
し
て
支
持
し
て
い
ま
す
。

ま
た
裁
判
に
お
い
て
も
、
石
川
さ

ん
が
部
落
差
別
に
よ
っ
て
教
育
も
膺

足
に
受
け
ら
れ
ず
、
戰
を
転
々
と
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
、
犯
人
で
あ
る
と
す
る
有
力
な
根

拠
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
部
落
差
別
を
利
用
し

無
実
の
石
川
一
雄
さ
ん
を
「犯
人
」

に
デ
ッ
チ
あ
げ
、一
審
死
刑
、二
審

無
期
懲
役
と
い
う
差
別
哉
判
が
強
行

さ
れ
て
い
る
時
、
こ
れ
を
た
だ
単
な

る
エ
ン
罪
事
件
で
あ
る
と
主
張
し
、

狭
山
差
別
裁
判
の
本
質
で
あ
る
部
落

差
別
を
隠
ペ
イ
し
よ
う
と
し
て
い
る

部
分
が
あ
り
ま
す
。

我
々
部
落
解
放
同
盟
で
は
総
評
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
労
動
者
人
民

と
と
も
に
、こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
主

張
を
し
り
ぞ
け
、狭
山
差
別
裁
判
反

対
の
斗
い
を
お
し
道
め
て
い
ま
す
。

部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
―
七
七
六
九

消
費
者
問
題
の

調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
募
集

区
で
は
次
の
要
領
で
消
彌
生
活
問
題

の
調
査
・
研
究
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す

。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
誚
査
・

研
究
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
消
費
生

活
に
対
す
る
関
心
と
知
隘
を
高
め
、
消

費
者
の
グ
ル
ー
プ
化
・
組
繊
化
を
図
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

対
象
　
区
内
の
主
婦
を
中
心
と
し
た
消

費
者
グ
ル
ー
プ
(
女
性
に
限
る
)

内
容
　
区
か
ら
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
調
査
・
研
究
を

行
な
い
、
そ
の
結
果
を
レ
ポ
ー
ト
で

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格
　
同
一
出
張
所
管
内
に
住
ひ

消
費
者
五
名
程
度
で
グ
ル
ー
プ
を
構

成
し
、
グ
ル
ー
プ
で
申
込
む
こ
と

募
集
グ
ル
ー
プ
数

十
グ
ル
ー
プ

謝
礼
　
一
グ
ル
ー
プ
二
万
円

申
込
み
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、二
月
十
日
ま
で
に
、
消
費
者

セ
ン
タ
ー
(
千
住
仲
町
三
番
地
・
　
(

七
〇
-
一
三
九
一
)
へ

。

(採
用
は
原
則
と
し
て
先
着
順
で
す
)

掲
示
板

■
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

の
活
用
を

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
し
て
ほ
し
い
地

域
団
体
に
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
派

遣
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
の
で
き
る
団
体
…
十
名
以

上
の
地
域
団
体
(
子
ど
も
会
・
町

会
自
治
会
・
P
T
A

・
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
ク
ラ
ブ
・
区
内
事
業
所
な
ど
)

■
種
目
　
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
・
卓

球
・
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
ー
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

申
込
み
は
、
日
時
・
会
場
を
確
保

の
う
え
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
区

教
育
委
員
会
体
育
課
へ

■
防
空
従
事
警
防
団

死
傷
者
に

特
別
支
出
金

峨
時
中
、
防
空
従
事
者
と
し
て
活

動
中
死
傷
さ
れ
た
警
防
団
員
に
、
国

か
ら
の
補
償
と
し
て

、
特
別
支
出
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。(
但
し
昭
和
四

十
五
年
に
申
請
し
て
支
給
を
受
け
た

方
は
除
か
れ
ま
す
)

金
額
は
、
死
亡
七
万
円
、
傷
病
五

万
円

。
申
請
期
限
は
二
月
二
十
(
日

ま
で

。
く
わ
し
く
は
区
役
所
防
災
課
へ

。

■
区
民
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

日
時
　
三
月
二
日
八
時
三
十
分

場
所

荒
川
河
川
敷
右
岸
(
西
新
井

橋
・
江
北
橋
間
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
者

覆
目

中
学
・
高
校
(
男
女
)

一
般
、壮
年
…
二
～
五
㌔
㍍

申
込
締
切
　
二
月
十
七
日

申
込
方
法
　
部
別
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
(
ガ
キ

で
、
ま
た
は
直
接
、
教
青
委
員
会

体
育
振
興
係
(
千
住
伸
町
五
(

、

和
光
ビ
ル
内
)
へ

。

■
青
年
サ
ー
ク
ル

活
動
講
座

青
年
は
地
域
社
会
と
ど
う
か
か
わ

り
合
っ
た
ら
よ
い
か
な
ど
の
問
題
を

話
し
合
い
、青
年
の
広
場
を
考
え
よ

う
と
す
る
講
座
を
開
き
ま
す
。
多
数

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時
　
二
月
六
日
～
二
十
七
日
の
毎

週
木
曜
日

午
後
七
時
～
九
時

会
場
　
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
に
居
住
ま
た
は
動
務
す

る
青
年

内
容
　
青
年
団
体
と
地
域
社
会
・
青

年
の
広
場
を
考
え
る

申
込
み
　
教
育
委
員
会
青
少
年
係
へ

(
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
)

■

豚

肉

産

地

直

送

販

売

▽
第
一
地
区
　
千
住
・
霞

瀬
地
区
(

日
光
街
道
以
東
)
1

月
2
2日
・
2

月
5
日

▽
第
二
地
区
　
西
新
井
地
区
(
日
光

街
道
以
西
)
1
月
2
4日
・
2
月
7
日

※
黄
色
の
垂
れ
幕
の
あ
る
組
合
加
盟

店
で
販
売
し
ま
す
。

■

成

人

病

予

防

無

料

健

康

診

査

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
を
対
象
に
、
次
の
要
領
で
「
成
人

病
予
防
無
料
健
康
診
査
」
を
行
な
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

対
象
―
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
成
人
の
方
(
六
十
五
歳
以
上

の
方
は
除
く
)

実
施
期
間
―
二
月
一
日
丕
一
十
(
日
(

休
診
日
を
除
く
診
療
時
間
内
)

実
施
場
所
―
医
師
会
加
入
の
医
療
機

関
診
査
内
容
―
問
診
・
聴
打
診
・
血
圧

測
定
・
尿
定
性
検
査
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
・
体
重
測
定

受
診
方
法
―
医
療
機
関
に
彼
保
険
者

証
を
提
示
し
、
健
康
診
査
を
受
け

る
旨
申
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
民
健

康
保
険
課
庶
務
係
へ
ど
う
ぞ
。

■

河

川

敷

を

一
部

開

放

し
て

い

ま

す

日
時
―
毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
～

午
後
四
時
三
十
分

場
所
―
都
民
ゴ
ル
フ
場
内
の
打
撃
練

習
場
(
新
田
三
丁
目
三
十
五
番
地
)

次
の
こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
な
い

。
防

糢
柵
よ
り
河
川
に
入
ら
な
い
。
自

動
車
。
バ
イ
ク
等
旁
乗
り
入
れ
な

い
。
河
川
施
設
を
扱
傷
し
な
い
。

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
は
入
ら
な
い
。

そ
の
他
区
管
理
監
視
員
の
指
示
に

従
う
こ
と
。

■

国
民

年
金

の

相

談

を
う

け

ま

す

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ

な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
当
日

は
か
け
忘
れ
の
古
い
保
険
料
・
四
十

九
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
納
め

ら
れ
ま
す
。

日
時
・
場
所

▼
区
役
所
本
庁
舎
…
二
月
十
七
・
十

(
・
十
九
6
▼
区
役
所
第
二
庁
合…

二
月
二
十
一
・
二
十
四
・
二
十
五

日
▼
教
育
セ
ン
タ
ー
・
・
二
月
四
・

五
日
▼
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー…

二
月
六
・
七
日

▼
西
部
区
民
褐

祉
セ
ン
タ
ー
・
:二
月
十
三
・
十
四
日

い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。

■

工

業

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

通
産
省
で
は
、
毎
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
、
製
造
業
に
属
す
る
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
区
で
も
、
今
月
下
旬
か
ら
調
査

を
始
め
ま
す
。
製
造
業
を
経
営
さ
れ

て
い
る
方
の
と
こ
ろ
へ
調
査
員
が
お

う
か
が
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に

は
、
ど
う
ぞ
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■

国

民
年

金

保

険

料

納
付

は

お

早
め

に

第
四
期
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
忘
れ
な
い
う
ち
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
は
一
月
末
日

で
す
。
な
お
、
一
月
か
ら
保
険
料
が

月
額
千
百
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

■

春

闘

講

座

へ

ど

う

ぞ

演
題
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
7
5春
闘
の

焦
点
』

日
時
―
一
月
二
十
七
日
(
月
)
午
後

四
時
～
七
時

会
場
―
北
部
労
政
会
館
(
　
九
〇
〇

―
○
一
一
七
)

講
師
―
(
司
会
)
N
H
K

解
脱
委
員

松
宮
克
也
、
日
経
連
事
務
局
長

宮
本
一
朗
ほ
か

申
込
み
先
―
王
子
労
政
事
務
所
教
育

係
　
九
〇
〇
―
○
一
一
七

■

愛

の

献

血

を

一
月
の
献
血
日
程

▽
二
十
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
四
日
(
金
)
弥
生
小

▽
二
十
(
日
(
火
)
柬
加
平
小

▽
―二
十
日
(
木
)
北
千
住
釈
西
口
(

午
前
十
時
～
午
後
三
時
)

一

お
礼
次
の
方
か
ら
多
額
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
…
佐
藤

直
治
殿
(
粟
原
二
丁
目
五
一
十
一
)

■ 昭 和50年度分の給与支払報告書の儕出期限は1 月31日までです。 ■ 住宅用地に変更のあった方は、1 月中に申告が必要です。還付を受付中です。 K. NO. T214, ( X 》。


